
１.はじめに

政府地震調査研究推進本部 によると、大阪市にお

いて今後30年以内に震度６弱以上の激しい揺れに襲わ

れる可能性が26%以上あるとされ、地震に対する備え

は現代社会における課題であると言える。また、昨今

は台風やゲリラ豪雨などの異常気象や暑さによる熱中

症などさまざまな災害に対する備えも必要であると考

えられる。

著者の一人（奥田）も2018年度から理科の授業を中

心に、特別活動である部活動と関連させた防災学習の

実践を行ってきた。その結果として、生徒の防災意識

を大きく向上させることができたと思われる 。

一方、学校現場では教員の多忙化により、総合的な

学習の時間や特別活動などの教材研究に割く時間が取

れないことも少なくない 。このことから、経験の少な

い教員でも手軽に行ってみたいと思えるような「はが

き新聞」を用いて、防災学習を１校時の時間でできる

ような授業実践を試みた。

２.はがき新聞

はがき新聞とは理想教育財団が発行しているもので、

はがきサイズやそれより少し大きなサイズで、新聞形

式の原稿用紙を使った作文用紙である。新聞形式で、

相手意識と目的意識を持たせたコンパクトな作文なの

で、生きた言語活動としてさまざまな場面で活用でき

る。そして、見出しを考えることで作文をまとめる力

もつく とされているものである。

奥田もこのはがき新聞を用いて、前任校で平成27年

度に理科の授業で実践を行い、生徒の「思考力・判断

力・表現力」を身に着けさせることができた 。さら

に、当時は若い教員が多い学年であったにも関わらず、

その手軽さから英語科・国語科・数学科や総合的な学

習の時間など多くの教科で活用することができ、生徒

の学びに効果的に使用することができた 。

３.実践の目的

防災教育の必要性はいうまでもないが、本校は世界

遺産「大仙古墳」よりさらに山側に位置し、堺市のハ

ザードマップにおいても、地震や津波の危険性が低い

場所とされ、内外水害においても危険性が比較的低い

場所である。これらのことから、現在の学校おける防

災教育は教育課程に位置付けられておらず、総合的な

学習の時間などは学年裁量で、教科においては教科担

当の裁量において行われているのみである。そして、

本校は大阪880万人訓練も実施されていないのが現状

である。

一方で、地域の自治会などの防災意識は高く、夏休

みに小学校で１泊２日の防災キャンプを行ったり、別

の小学校区では冬に防災フェアを行うなど盛んに防災

についての取り組みを行っている。

そこで、奥田は理科の授業において、１校時で行え

るコンパクトな「防災はがき新聞」を使った授業を行

い、クラスメートや保護者とのつながりを意識するこ

とで、中学校の学習と自治会など地域の防災教育とを

つなげる試みを行った。

最近、異常気象や地震など人々に強く影響をおよぼす自然現象が多く起きている。今回、防災意識を向上させ、

災害を減らすことを目的に「はがき新聞」を用いた防災学習を試みた。この授業実践により、災害を身近なことと

してとらえることができ、防災対応力を高められることがわかった。
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４.実践の概要

本実践は、かねてからご指導いただいている日本新

聞協会NIEコーディネーター 関口修司氏が監修し、作

成いただいた「防災はがき新聞」の授業デザイン案を

もとに、奥田が次のように授業デザインを作成した。

CROSSROADとは、慶応義塾大学商学部 吉川肇

子氏が作成し、阪神・淡路大震災で、災害対応にあた

った神戸市職員へのインタビューをもとに作成された、

カードゲーム形式の防災教材である。「この食糧を配る

か配らないか」など、どちらを選んでも何らかの犠牲

を払わなければならないような「ジレンマ」が多数あ

るものである 。

これを奥田が本校の生徒が想像しやすいように内容

を少し改変して「金岡南中CROSSROAD」として、授

業を行った。

図１：本実践の授業デザイン
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５.実践の成果

生徒が作成したはがき新聞の一部を図２から図５に

示す。

これらのはがき新聞から、どのクラスの生徒もはが

き新聞を用いることでコンパクトに防災に関する考え

をまとめることができたと思われる。また、文章を書

くのが苦手な生徒もイラストなどを用いることで自分

の想いを表現することができていると考えられる。

図２：生徒が作成したはがき新聞⑴

図４：生徒が作成したはがき新聞⑶

図３：生徒が作成したはがき新聞⑵

図５：生徒が作成したはがき新聞⑷
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さらに、２段目の部分には、もし生徒自身が被災し

たらということをしっかり想像して書くことができて

いることからも、金岡南中CROSSROADを用いたこ

とで、災害を身近なこととして捉えることができたと

考えられる。

次に、保護者の感想を示す。

生徒のはがき新聞の３段目の記述は、保護者と相談

の上、記入している生徒がほとんどであるため、家庭

でしっかり話して、生徒自身のこととして捉えること

ができていたと考えられる。

関口氏も「はがき新聞の完成度も高いうえに、今回

は保護者も巻き込んで記録にまとめたことが、素晴ら

しいです。 防災教育はなくなることはありません。

益々重要度が増していきます。無理せず地道に拡げて

ください。今後も楽しみにしております。」と評価いた

だいた。

６.成果と課題

最後に、本実践は以下のような成果があったと考え

られる。

○１時限でできるので、今後も実践しやすいと考えら

れる。

○映像や写真に加えCROSSROADでリアルに想像さ

せられた。

○はがき新聞で簡単に思いや考えを文章にすることが

できた。

○保護者に見ていただくことで、授業が伝わった。

○授業が伝わることで、家庭での防災に拡がった。

○新聞を掲示することで、学校内でさらに拡がった。

今後、本研究を多くの教員に実践していただき、最

終的には防災教育を教育課程に位置付け、転勤などで

教員が入れ替わっても同じように実施できるようなシ

ステムの構築が必要であると思われる。
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